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発
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第
０
０
０
０
九
號

【
師
走(

し
わ
す)

の
暦
】

【
二
十
四
節
気
】

七
日

：

大
雪
（
た
い
せ
つ
）

二
十
二
日

：

冬
至
（
と
う
じ
）

本
格
的
に
冬
が
到
来
す
る
頃
。

動
物
た
ち
は
冬
ご
も
り
の
時
期
に
入
り
、各
地

で
は
雪
が
降
り
積
も
り
ま
す
。

鱈
な
ど
冬
の
魚
の
漁
も
盛
ん
に
な
り
ま
す
。

一
年
で
最
も
昼
が
短
く
、夜
が
長
い
頃
。

寒
さ
を
乗
り
切
る
た
め
に
か
ぼ
ち
ゃ
を
食
べ
、

柚
子
湯
に
浸
か
っ
て
無
病
息
災
を
願
い
ま
す
。

靭
草
や
麦
の
芽
が
出
始
め
る
の
も
こ
の
時
期

で
、雪
の
下
で
春
を
じ
っ
と
待
ち
ま
す
。

旧
暦
で
は
、和
風
月
名（
わ
ふ
う
げ
つ
め
い
）と

呼
ば
れ
る
、月
の
呼
び
名
を
使
用
し
て
い
ま
し
た
。

旧
暦
の
季
節
や
行
事
と
合
わ
せ
た
も
の
な
の

で
、現
在
の
季
節
感
と
比
べ
る
と
若
干
の
ず
れ
が

あ
り
ま
す
。

十
二
月
の
和
風
月
名
は「
師
走（
し
わ
す
）」

師
匠
や
教
師
が
慌
た
だ
し
く
走
り
回
る
月
、つ

ま
り「
師
馳
せ（
し
は
せ
）」と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な

り「
師
走
」に
な
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

年
末
と
い
う
意
味
の「
年
果
つ（
と
し
は
つ
）」か

ら
師
走
に
な
っ
た
と
い
う
説
も
あ
り
ま
す
。

【
師
走(

し
わ
す)

の
旬
】

魚
介
類

：
野
菜
類

：

果
実
類

：

タ
ラ
バ
ガ
ニ
、毛
ガ
ニ

本
鮪
、キ
ン
キ
、赤
ム
ツ

鮟
鱇
、サ
ヨ
リ
、マ
ナ
ガ
ツ
オ

カ
ワ
ハ
ギ
、河
豚

北
寄
貝
、牡
蠣
、海
鼠

青
海
苔

大
根
、ご
ぼ
う
、聖
護
院
蕪

里
芋
、八
頭
、長
芋
、人
参

九
条
ネ
ギ
、慈
姑（
ク
ワ
イ)

カ
リ
フ
ラ
ワ
ー
、エ
リ
ン
ギ

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、え
の
き
茸

水
菜
、小
松
菜

柚
子
、橙
、レ
モ
ン

伊
予
柑
、金
柑
、ネ
ー
ブ
ル

キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ

苺
、林
檎
、洋
梨

ラ
イ
ム

【
師
走(

し
わ
す)

の
色
々
】

【
編
集
後
記
】

国
税
関
係
の
納
付
期
限

地
方
税
関
係
の
納
付
期
限

今
月
の
祝
祭
日

今
年
も
残
す
と
こ
ろ
後
一
ヶ
月
。

ひ
と
雨
ご
と
に
寒
さ
が
増
し
て
き
て
い
ま
す
。

ク
リ
ス
マ
ス
や
年
越
し
の
準
備
に
大
掃
除
、新

し
い
年
を
迎
え
る
体
制
を
整
え
て
、年
末
ま
で

一
気
に
突
き
進
ん
で
行
き
ま
し
ょ
う
！

コ
ロ
ナ
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
、体
調
管
理

も
万
全
に
整
え
て
下
さ
い
ね
。


